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VRを利用した参加型つくば宇宙観光システムの開発
~TSUKUBA Virtual Space Challenge~

背景・目的

実験内容

実験（検証）結果

今後の展望

ビジネスモデルの構築

地域の観光事業者が地域の自然環境や既存のアセットを利用しながら稼ぐことができる豊な社会を目指す。地元事業者のみだ
と旅行者目線での観光コンテンツの設計が困難であり、観光客がその地域に訪れたくなるような良質な観光コンテンツが生ま
れにくい。地域と観光コンテンツ制作者(クリエーター)をマッチングさせるための3次元観光デジタルプラットフォームを構
築し、クリエーターが制作した観光コンテンツをＡＲデバイス等を用いて観光案内や観光アクティビティとして楽しむことが
できる仕組みづくりを行う。本実証では、その要素技術開発や事業化に向けたビジネス性の検証を行う。

屋外で使用するためのＡＲの要素技術の開発

観光客にコンテ
ンツを提供

つくば市でビジ
ネスモデルを
構築し事業化

全国の自治体や
観光事業者に営
業し、システム
の導入促進

宇宙の基盤となるデジ
タルアセット制作

実証事業を通して、事
業性検討、モニター体

験を実施
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本実証

・ビジネスモデルの検証
→観光客がどの程度、地域のアナログのアセットとデジタルとが融合した観光コンテンツに価値を感じるのか

・技術実証
→参加型として、3Dペイント等で制作した3Dアートをスマートフォンなどのデバイスで気軽に見れる仕組みがつくれるか
→みちびき衛星を利用した、観光ＡＲの仕組みがつくれるかどうか。その効果について

・自治体への導入
- 岡崎市の実証実験に採択→来年度実証実験をし、次年度か

ら予算化を検討

・観光事業者への販売
- 3/26~5/8 オオサカホイール(エキスポシティ内)で「宇

宙万博2022」を企画。開発した技術を利用して既存体験
コンテンツの誘客

- 3/25~3/27 第1回 日本観光ショーケース in 大阪・関西
の主催者企画に選定。開発したAR体験のシステムを利用

技術実証

内閣府みちびきコミュニティのxR利用のリード企業として
チームを形成し、ビジネスモデル検証を実施

2021年度の実績

事業性検証

・３Ｄモデルの可視化技術

- ＶＲ上で制作した３Ｄアートをスマート
フォンでも簡単に見れる仕組みを開発。
3Dモデルのデータ保存やスマートフォ
ンで可視化可能なＳＤＫの改良を実施。

・みちびき受信機（ＣＬＡＳ）の利用
- みちびき衛星から取得できるcm精度の

受信機（CLAS）とGPSとの違いを検証。
3Dモデルを位置情報を基に配置し、見
え方についての検証を実施。

小学校3年生～6年生の親子10組のモニターを募集し、つく

ばカピオを拠点として歩行者デッキにて街中で宇宙体験がで
きる実証実験を実施。体験価値について、ヒアリングによる
検証を実施。実験の様子をＮＨＫに取材いただき、広く発信

本年度開発したシステムを利用して、来根度以降も実証実験を続ける。来春以降でビジネス化を目指し、クリエーターと連携
してコンテンツの開発に務める。


